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文化褒賞 
一
 
」
 

加藤、田中氏 

昭
和
五
十
四
年
度
の
「
市

文
化
褒
賞

・
市
褒
賞
」
 
の授

賞
式
は
、
十
一
月
三
日

・
文

化
の
日
午
前
＋
時
か
ら
産
経

会
館
五
階
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
 

て
褒
賞
状
と
勲
章
を
手
渡
し
、
 

「
受
賞
者
の
功
績
、
努
力
は

市
民
に
と
っ
て
大
き
な
励
み

で
す
。
今
日
の
よ
き
日
を
市

民
と
も
ど
も
分
か
ち
合
い
た
 

受
賞
者
を
代
表
し
て
阿
部
徹

氏
が
「
身
に
余
る
光
栄
で
す
。
 

今
後
も
地
域
の
発
展
に
尽
し

た
い
」
 
と
謝
辞
を述
べ
、
全

員
で
市
民
の
歌
「
世
紀
の
花
 

永
年
に
わ
た
っ
 

て
市
の
発
展
に
 

尽
さ
れ
た
五
氏
 

受
賞
お
め
で
と
う
 

を
咲
か
そ
う
よ
」
 

を
斉
唱
し
て
式
 

を
閉
じ
ま
し
た
。
 

を
褒
賞
し
、
労
を
ね
ぎ
ら
い

ま
し
た
。
 

式
で
は
、
君
が
代
斉
唱
の

あ
と
寺
田
市
長
が
、
受
賞
者

一
人
一
人
に
記
念
品
を
添
え
 

い
」
 
と
式
辞
を述
べ
ま
し
た
。
 

次
い
で
山
口
市
議
会
副
議

長
、
村
上
市
表
彰
推
薦
委
員

会
会
長
が
、
受
賞
者
の
功
績

を
た
た
え
て
お
祝
い
を
述
べ
、
 

受
賞
者
の
夫
人
に
は
、
内

助
功
労
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

以
下
に
市
文
化
褒
賞

・
市

褒
賞
の
受
賞
者
を
紹
介
し
ま

す
。
 

内
助
功
労
章
 

ミ
キ
さ
ん

（
五
六
）
 

市
内
羽
野
木
沢
字
隈
無
 

一
一
一
八
ー
二
一

永
年
学
校
医
を

つ
と
め
、
児

童
・
生
徒
の
体
位
の
向
上
と
衛

生
思
想
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
 

一
方
市
議
会
議
員
と
し

て
、
 

地
域
住
民

の
福
祉
の
向
上
と
、
 

地
方
自
治
の
振
興
に
寄
与
し
ま

し
た
。
 

婦人の地位向上 
に貢献 

永井かつ氏（78) 

難
鷺
難
一
 

衛
生
思
想
の
普
及
に
尽
力
 

阿
部
保
信
氏
（
六
五
）
 

市
で

は
、
水
道
料
金

の
 
ロ
松
島

団
地
担

当
 

委
託
徴

収
員
の

変
更
に

伴
 
長

尾
与
広

さ
ん

（
市
内
 

い
、
十
一

月
一

日

（
十
月
 
松
島

町
二
丁
目
一

二
）
 

分
）
か
ら
排
水

施
設
使
用
 
※

排
水

施
設
使
用
料
を
 

料
徴

収
業
務
を

次
の

二
人
 
口

座
振
替
で

納
付

さ
れ

る
 

排
水
施
設
使
用
料
 

委
託
徴
収
員
決
ま
る
 

に
委
託
し
、

徴
収
に

当
た

ら
せ

て
お
り
ま
す
の
で

よ

ろ
し

く
お

願

い
し
ま
す
。
 

ロ
広

田
団
地

担
当
 

成
田
長

右
衛

門
さ
ん
 

（
市
内
鳥
森

二
ニ
ー
一

三
）
 

市
内
寺
町
二
一

三
十
年
余
に
わ
た
る
教
員
生

活
の
傍
ら
茶
華
め
道
を
極
め
、
 

後
進
の
指
導
に
つ
と
め
な
が
ら

茶
華
道
の
普
及
と
発
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。
 

さ
ら
に
永
年
に
わ
た
り
地
域

婦
人
団
体
の
要
職
に
あ
っ

て
、
 

婦
人
の
地
位
の
向
上
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
 

方
は
、
引
き

続
き
申
し

込

み
を
受
け
て
お
り
ま
す
の

で
、
市
下
水
道
課
か
ご

利

用
の
指

定
金
融
機
関
で

手

続
き
を
し

て
下
さ
い
。
 

行政管理庁では、当市住民の行政に関する苦情等の相談 

に応じ、その解決を手助けするため、次の方を 「行政相 

談委員」 に委嘱しております。 

五所川原市大字姥落字桜木 

行政相談委員 坂 本 甚 作（質）3O48番） 

五所川原市字柳町 8 
行政相談委員 成 田 栄 一（α④3O28番） 

役所の仕事でお悩みの方は 
行政相談委員へ 

相談は、無料で口頭、電話、手紙のいずれの方法でも

よく、相談を受けた行政相談委員は、秘密を守り親身に

お世話することになっています。 

相談の内容は、役所の仕事に関することであれば何で

もよく、例えば、恩給、年金、登記、国税、保険、生活

保護、環境衛生、農地、郵便、道路、交通、公営住宅、 

河川、公害、その他一般許認可、国鉄、電々、専売、公

団、公庫、事業団等のことが対象になります。 
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市
内
羽
野
木
沢
字
実
吉
 

一
六
 

林
野
の
保
護
・
育
成
に
尽
力
 

さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
間
七
 

和
村
長
を
勤
め
て
村
勢
の
進
展
 

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
青
森
県
教
育
委
員
会
委
 

,
,
'，
‘、
●
，
，
●

‘
●
‘
●
、●
 
●●
、
、
 
、
 、
 
‘
 '
 

福祉の向上に貢献 

田中専之作氏（82) 

ロ
参
加
対
象
者
 
農
 
い

合
せ
 

菜
者
年
金
受
給
者
・
加
 
青

森
市
長
島

一
丁
目

人
者
及
び
家
族
。
 

一
く
一
一
番
一
一
号（
郵
便
番
号

ロ
旅
行
費
用
 
四
十
 

ノ
坊
 
〇
三
〇
）
、青
森
県
農
業
 

一
万
八
千
円
。
 
（
食事
、
レ
に
 

会
館
内
、
 
「
青
森
県
農

観
光
全
て
込
み
。）
 
才

担
口
 業
者
年
金
協
会
（
。

青

ロ
旅
行
期
間
 
昭
和
 
う

屍

森
⑩
二
一
五
一

番
・
内

五
十
五
年

二
月
十
九
日
 
び
 
ノ
 
線
二
八
六
、
二
八
七
番

）
 

（火
）
ー
三
月
一
日
（
土
）
 
、
ッ
 

詳
し

い
資
料
は
、

当

の
十
一
一
日
間
。
 

回
口
 

協
会
で
用
意
し

て
あ
り

ロ
訪
間
都

市
 

ロ
1
 
3

一
 
ま
す
。
 

マ
、
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
、
チ
 
第
ョ
 
ロ
ト

ラ
ベ
ル
ロ
ー
ン

ュ
ー
リ
ッ
ヒ
、
パ
リ
、
 

六
カ
月
ー
二
十
四
カ
月
 

ロ
ン
ド
ン
 

の
旅
行
費
用
分
割
払
い
 

ロ
お
申
込
み
、
お
間
 

も
で
き
ま
す
o
 

市
内
高
瀬
字

一
本
柳
 

一
一
八
ー
一
 

永
年
村
議
会
議
員
・
市
議
会

議
員
を
つ
と
め
、
地
方
自
治
の

振
興

・
発
展
に
尽
さ
れ
ま
し
た
o
 

地
域
に
あ
っ
て
は
常
に
指
導

的
な
役
割
を
果
た
し
、
地
域
住

民
の
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。
 

内
助
功
労
章
 

そ
ま
さ
ん

（
六六
）
 

阿部保、永井氏 

員
長
と
し
て
地
方
教
育
行
政
の
  

越
し
た
手
腕
を
発
揮
さ
れ
、
農

振
興
・
発展
に
尽
し
、
と
く
に
県
  

業
経
営
の
安
定
に
寄
与
し
ま
し

立
東
高
等
学
校
の
創
立
に
貢
献
  

た
。
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

さ
ら
に
戦
後
の
荒
廃
し
た
郷
 

内
助
功
労
章
 

土
再
建
を
担
い
、
松
島
村
長
を
 

菊
野
さ
ん

（
六
八）
 

勤
め
村
勢
の
進
展
と
地
方
自
治
 

地
方
自
治
の
確
立
に
貢
献
 

加
藤
謙
六
氏

（七
七
）
 

市
内
漆
川
字
袖
掛
 

の
確
立
に
貢
献
し
ま
し
た
。
 

一
〇
ニ
ー
一
 

内
助
功
労
章
 

多
年
農
業
技
術
の
指
導
に
卓
 

タ
キ
さ
ん

（
七五
）
 
 

社
会
教
育
関
係
者
多
数
 

口
申
込
み
先
 

の
出
席
を
望
ん
で
お
り
ま
 
五

所
川
原
市
字
岩
木
町

す
。
 

一
二
、
市
教
育
委
員
会
・

ロ
と
き
 
十
一
月
二
十
 

社
会
教
育
課

（
。⑤
二
一

七
日

（
火
）
午
前
九
時
三
 
一
 

番
・
内
線
二
四
九

・
 

十
分
か
ら
 

二
五
〇
番
）
 

ロ
と
こ
ろ
 
鯵
ケ
沢
町
 

大
会
当
日
、
午
前
八
時
 

西
北
五
社
会
教
育
振
興
大
会
 

山
村
開
発
セ
ン
タ

ー

（
鯵

ケ
沢
町
中
央
公
民
館
隣
り
）
 

ロ
昼
食
代
 

一
人
五
百

円
。
 

（
申
込
み
と
同
時
に納
入

し
て
下
さ
い
。）
 

ロ
申
込
み
締
切
り
 

十
一
月
二
十
一
日
（
水
）
 

三
十
分
に
市
民
文
化
会
館

前
か

ら
貸
切
り
バ

ス
が

出
ま
す
の
で
、
乗
車
さ
れ

る
方
は
、
申
し
込
み
の
際

お
知
ら
せ
下
さ
い
。
 

な
お
、
希
望
す
る
分
科

会
な
ど
詳
し
く
は
、
当
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

市褒賞は阿部徹 

市
 
褒

賞
 

教
育
行
政
の
発
展
に
尽
力
 

阿
部
 
徹
氏
（
七

一
）
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節
約
は
 
日

本
の
課
題
 
我
が
家
の
課
題
 

み
ん
な
で
や
ろ
う
 

五
％
石
油
節
約
を
 

も
の
を
大
切
に
す
る
県

民
運
動
推
進
会
議
 

灯
油
の
供
給
を
断
わ
ら
れ
た
ら
 

みんなで考えよう 

冬の省工ネルギー 

月いだめはパニックのもとですよ。 

強
調
運
動
実
施
中
 

協
力
を
お

願
い
し

ま
す
 

鯉
特

例
納
付
に
 

世
帯
更
正
資
金
を
貸
付
け
 

懸
念
さ
れ
る
今
冬
の
灯
油
供

給
に

つ
い
て
、
先
般
県
主
催

の

市
町
村
担
当
者
会
議
が
開
か
れ
、
 

席
上
「
青
森
県
灯
油
受
給
処
理

要
領
」
が
示
さ
れ
、
各
市
町
村

と
も
こ
れ
に
基
づ

い
て
対
応
す
 

こ
の
冬
の
家
庭
で
の
省
ェ
ネ

ル
ギ
ー
を
進
め
る
た
め
に
、
暖

房
用
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
節
約
に

つ

な
が
る
工
夫
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
 

ど
の
よ
う
な
小
さ
な
こ
と
で
 
 

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
 

消
費
者
は
、
必
要
と
す
る

灯
油

の
購
入
を
自
助
努
力
に
よ
っ
て

業
者
に
折
衝
し
、
断
わ
ら
れ
た

ら
市
の
窓
口
（
市
商
工
観
光
課
）
 

も
面
倒
が
ら
ず
に
、
ま
ず
身
の

回
り
の
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
 

・

フ
。
 

た
と
え
ば
、
カ
ー
テ
ン
は
な

る
べ
く
厚
手
の
も
の
を
使
う
の

も
“
省
ェ
ネ
作
戦
）
の
ー
つ
で
、
 

さ
ら
に
上
部
を
天
井
ま
で
伸
ば

し
た
り
壁
に
密
着
さ
せ
、
下
は

床
に
ま
で
た
ら
す
と
、
部
屋
の

暖
か
さ
が
違
っ
て
き
ま
す
。
 

ま
た
、
す
き
ま
風
は
部
屋
の

温
度
を
下
げ
る
の
で
、
窓
に
目

ば
り
を
す
る
の
も
よ
く
、
あ
る

い
は
窓
そ
の
も
の
を
気
密
性
の

高
い
サ
ッ
シ
に
取
り
替
え
る
と

部
屋
の
“
保
温
）
に
効
果
的
で

す
。
 

ス
ト
ー
ブ
に
つ
い
て
も
、
ふ

だ
ん
手
入
れ
を
欠
か
さ
な
い
こ
 
 

へ
申
し
出
て
下
さ
い
。
 

市
で
は
、
苦
情
受
付
け
を
し

た
後
、
内
容
を
調
査
の
う
え
供

給
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
業
者
に

要
請
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
 

と
が
大
切
で
す
。
 

ス
ト
ー
ブ
の
し
ん
が
そ
ろ
っ

て
い
な
か
っ
た
り
、
空
気
孔
に

ほ
こ
り
が
つ
い
て
い
る
と
、

エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
よ
く
な
い
ば

か
り
か
、
不
完
全
燃
焼
を
起
こ

し
た
り
し
ま
す
の
で
、

日
ご
ろ

の
点
検
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
 

反
射
型
の
ス
ト
ー
ブ
の
場
合

は
、
反
射
板
を
よ
く
み
が

い
て

お
く
と
熱
効
率
が
よ
く
な
り
ま

す
。
 

こ
の
ほ
か
、
家
庭
で
で
き
る

冬
の
省
ェ
ネ
ル
ギ

ー
に
つ
い
て
、
 

わ
た
し
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
、
 

ま
ず
身
の
回
り
に
目
を
向
け
る

こ
と
か
ら
始
め
た
い
も

の
で
す

ね
。
 

今
回
、
国
民
年
金
の
時
効
保

険
料
を
特
例
納
付
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
自
己
資
金
だ
け
で

は
納
付
が
困
難
な
方
々
に
対
し

市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
世
帯

更
生
資
金
が
融
資
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
 

ロ
強
調
期
間

十
一
月
一
日
ー
十

二
月
二
＋
八
日

市
で
は
、
市
税

の
納
期
内
完
納
、
 

滞
納
市
税

の
徴
収

に
重
点
を
お
き
な

が
ら
納
税
者
の
納

税
意
欲
を
高
め
、
 

自
主
納
税
の
理
解
 

を
得
る
た
め
市
税
 

完
納
強
調
期
間
を
定
め
て
お
り
 

ま
す
。
 

い
ま
一
度
お
手
元
の
納
税
通
 

特
例
納
付
に
よ
る
救
済
措
置

は
、
今
回
限
り
の
せ
っ
か
く
の

機
会
で
す
か
ら
ご
利
用
の
う
え

年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。
 

ロ
貸
付
け

の
対
象
 

加
入
の
手
続
き
を
ま
だ
し
て
 

知
書
を
お
確
め
の
う
え
、

ま
だ

納
め
ら
れ

て
い
な
い
方
は
、
期

間
内
に
納
付
さ
れ

る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
 

本
年
度
か

ら
支
所
の
収
納
事

務
を
引
き
上
げ
て
お
り
ま
す
の

で
、
次
の
納
付
窓
口
を
ご
利
用

下
さ
い
。
 

納
付
窓

口
 

ロ
青
森
銀
行
五
所
川
原
支
店

ロ
み
ち
の
く
銀
行
五
所
川
原
支

店
口
津
軽
信

用
金
庫
五
所
川
原

支
店
口
青
森
県
信
用
組
合
五
所

川
原
支
店
口
東
奥
信
用
金
庫
五
 
 

い
な
い
方
や
保
険
料
を
滞
納
し

た
た
め
年
金
を
受
け
る
だ
け
の

資
格
期
間
が
た
り
な
い
方
、
自

己
資
金
だ
け
で
は
納
付
が
因
難

な
方
 

ロ
貸
付
け
の
内
容
 

①

貸
付
け
限
度
額
は
、
特
例

納
付
に
必
要
な
保
険
料
の
二
分

の
ー
の
額
以
内
。
 
（
最
高
二
十

五
万
円
ま
で
。）
 

②

返
済
期
間
は
、
借
入
後
六

カ
月
据
え
置
き
、
三
年
以
内

③
年

利
率
は
三
％
。
（
据
え

置
き
期
間
の
六
カ
月
は
無
利
子
。）
 

④
申
し

込
み
の
際
は
、
身
元

確
実
な
連
帯
保
証
人
が

一
人
必

要
で
す
。
 

〇
ご
相
談
は
、
地
区
民
生
委

員
へ
ど
う
ぞ
。
 

ロ
手
続
き
 
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
）
 

へ
 

所
川
原
支
店
 

ロ
北
奥
羽
信
用
金
庫
七
和
支

店
口
五
所
川
原
市
農
業
協
同
組

合
本
所
口
同
梅
沢
支
所
口
同
長

橋
支
所
口
同
栄
支
所
口
同
松
島

支
所
口
同
三
好
支
所
口
同
中
川

支
所
口
同
飯
詰
支
所
口
同
水
野

尾
出
張
所
 

ロ
栄
農
業
協
同
組
A
凸
第
一

中
川
村
農
業
協
同
組
合
口
七
和

農
業
協
同
組
A
凸
松
島

村
第
一

農
業
協
同
組
A
凸

嘉
瀬
農
業
協

同
組
合
毘
沙
門
支
所
口
市
会
計

課
 

54年度、市税完納 
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r
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番麟響、ツ 
簡
保
融
資
施
設
を
見
学
 

県
内
の
覚
せ
い
剤
不
正
使
用

者
を
み
る
と
、
ホ
ス
テ
ス
、
自

動
車
運
転
者
、
青
少
年
、
主
婦

な
ど
年
々
底
辺
が
拡
大
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
 

覚
せ
い
剤
が
や
み
つ
き
と
な

り
、
つ
い
に
は
幻
覚
症
状
を
き

た
し
、
自
殺
や

一
家
離
散
、
あ

る
い
は
重
大
事
故
の
誘
発
な
ど
、
 

悲
惨
な
結
果
を
招
い
て
い
る
実
 

情
で
す
。
 

こ
の
 
「白
い
粉
の
恐
怖
」
 
と

い
わ
れ
る
覚
せ
い
剤
事
件
は
、
 

昭
和
五
十
三
年
中
百
四
十
三
人

が
検
挙
さ
れ
、
県
警
始
ま
っ
て

以
来
の
検
挙
人
員
と
な
り
、
本

年
は
九
月
末
現
在
す
で
に
百
八

十
人

（
五
所
川
原
警
察
署
管
内

五
十
二
人
）
を
検
挙
し
、
昨
年

一
年
間
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い

ま
す
。
 

警
察
で
は
、
 
「
暴
力

・
覚
せ

い
剤
追
放
」
を
重
点

目
標
の
ひ

と
つ
に
掲
げ
、
取
り
締
り
を
強

化
す
る
一
方
、
関
係
機
関

の
協

力
を
得
て
、
本
年
八
月
に
各
地

区
大
会
（
西
北
五
地
区
は
、

八

月
八
日
、
市
民
文
化
会
館
）
を

開
催
、
九
月
＋
日
に
は
、
弘
前

市
で
、
 
「
覚
せ
い
剤
追
放
県
民

大
会
」
を
開
催
す
る
等
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
県
民
に

覚
せ
い
剤
禍
の
危
機
感
を
訴
え

て
お
り
ま
す
、
 

と
こ
ろ
で
、
覚
せ
い
剤
が
は

び
こ
る
原
因
と
し
て
は
、
次
の

二
つ
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
 

一
 
暴
力
団
が
覚
せ
い
剤
の

密
売
を
最
大
の
資
金
源
と
考
え
、
 

販
路
の
拡
大
を
は
か
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。
 

そ
の
主
な
密
売
の
手
段
を
あ
 

げ
る
と
、
例
え
ば
、
 

o
主
婦
、
ホ
ス
テ
ス
に
は
、
 

「
疲
れ
が
と
れ
る
」
、
 
「
や
せ

る
」
、
 
「
強
精
剤
だ
」
 

〇
自
動
車
運
転
手
、
青
少
年

に
は
「
眠
ら
ず
に
仕
事
や
勉
強

が
で
き
る
」
 

な
ど
と
、
ソ
フ
ト
ム
ー
ド
で

売
り
込
み
、
使
用
者
の
拡
大
を

は
か
っ
て
い
ま
す
。
 

二
 
買
手
側
の
ホ
ス
テ
ス
、
 

自
動
車
運
転
者
、
主
婦
ら
が
、
 

覚
せ
い
剤
の
恐
し
さ
に
つ
い
て

全
く
無
知
で
あ
る
こ
と
で
す
。
 

現
在
、
県
下
あ
げ
て
覚
せ
い

剤
の
追
放
運
動
を
展
開
し
て
い
 
 

ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
、
皆

さ
ん
の
近
く
に
、
も
し
も
、
「
亡

国
の
粉
」
党

せ
い
剤
を
や
っ
て

い
る
人
が
お
り
ま
し
た
ら
、
ど

う
か
勇
気
を
出
し
て
警
察
に
お

知
ら
せ
下
さ
い
。
 

（
五
所
川
原
警
察
署
）
 

「年
金

移
動

相
 

談
所
」
を

開
設
 

弘
前
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
 

次
の
日
程
で
国
民
年
金
、

厚
生

年
金
、
船
員
保
険
の
「
年
金
移

動
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。
 

ご
利
用
下
さ
い
。
 

ロ
開
設
時
間
 

い
ず
れ
も
午

前
十
時
か
ら
午
後
二
時
三
十
分

ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
 

ロ
開
設
日
 
十
一
月
二
十
七

日

（
火
）
、十
二
月
二
十
五
日
 

（
火
）
、
 一
月
二
十
九
日

（
火
）
、
 

ロ
受
付
け
期
日
 

＋
二
月
二
十
四
日

（
月
）
、一
一

十
五
日

（
火
）
 
（
以上
対
象
は

五
所
川
原
市
）
 

十
二
月
二
十
六
日

（
水
）
、
 

二
十
七
日

（
木
）
 
（
以
上
は
指

定
さ
れ
た
日
に
申
請
で
き
な
か

っ
た
方
）
 

ロ
受
付
け
時
間
 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

四
時
三
十
分
ま
で
 

五
所
川
原
郵
便
局

（
相
馬
貞
 

二
月
二
十
六
日

（
火
）
、
三
月

一
一十
六
日

（
水
）
 

ロ
受
付
け
場
所
 

市
内
栄
町
一
〇
、
五
所
川
原

県
税
事
務
所
 

（
申請
用
紙
は
、
当
所
、
各

農
業
協
同
組
合
及
び
軽
油
販
売

店
に
あ
り
ま
す
。
）
 

由
紀
子
さ
ん
（
毘
沙

門
出
身
）
「ガ
ラ
ス
の

う
さ
ぎ

」
で
主
演
 

市
内
毘
沙
門
出
身
、
蝦
名
良
 
 

吉
局
長
）
は
十
月
二
＋
六
日
、
 

主
婦
ら
を
招
き
、
管
易
保
険
の

資
金
に
よ
る
市
の
施
設
や
郵
便

業
務
の
見
学
会
を
行

い
ま
し
た
。
 

見
学
会
に
は
、
石
畑
の
小
野

敬
子
さ
ん
ら
市
民
十
五
人
が
参

加
、
局
内
で
利
用
者
か
ら
集
め

た
資
金
の
運
用
状
況
や
手
紙
が

配
達
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
な
ど

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
バ
ス
で
、
簡
易
保

険
資
金
の
融
資
で
造
ら
れ
た
新

農
業
セ
ン
タ

ー
、
学
校
、

コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
、
さ
ら
に

現
在
建
設
が
進
め
ら
れ

て
い
る

菊
ケ
丘
運
動
公
園
な
ど
市
内
の

各
施
設
を
見
て
巡
り
、
簡
易
保

険
に
対
す
る
知
識
を
深
め
て
い

ま
し
た
。
 

，、
，
、
、
、
●
、●
‘
，
‘
●
‘、
‘●
、
・
 

治
さ
ん
の
長
女
由
起
子
さ
ん
（
中

学
二
年
）
が
主
演
す
る
 
「ガ
ラ

ス
の
う
さ
ぎ

（
橘
祐
典
監
督
）
」
 

が
、
十

一
月
二
十
五
日

（
日
）
 

午
前
十
時
と
午
後

一
時
の
二
回

市
民
文
化
会
館
で
上
映
さ
れ
ま

す
。
 
（入
場
料
、
当
日
小
中
高

生
六
百
円
、
大
人
千
円
）
 

東
京
大
空
襲
下
、
灰
色
の
街

を
一
人
け
な
げ
に
生
ぬ
く
十
一
一

歳
の
少
女
を
描
く
、
国
際
児
童

年
記
念
企
画
映
画
で
す
。
 

ご
観
覧
下
さ
い
。
 

農
業

用
免

税
軽
油
申

請
を

受
付
け
 



松
島
町
八
丁
目
佐
々
木
雅
志
 

さ
ん

（高
校
二
年
）
は
こ
の
ほ
 

と
、
六
カ
月
前
に
拾
っ
て
警
察
 

か
ら
交
付
さ
れ
た
現
金
四
千
円
 

を
、
図
書
の
購
入
費
に
充
て
て
 

ド
さ
い
と
市
立
図
書
館
に
寄
付
 

図 

第
1
3回
歳
末
 

助
け
合
い
芸
能
祭
 

と
き
 
十
二
月
九
日
（
日
）
 

1  
午
前
十
時
か
ら
 

と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
 

ri ー
芸
能
祭
 
歌
謡
、
民
謡
、
 

舞
踊
 主

催
 
ち
ど
り
舞
踊
愛
好
 

会
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
 

ロ 

・

ー
 

と
き
 

十
二
月
一

日
 

（
土
）
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
 

マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
 

入
場
整
理
券
 
二
百
円
 

と
こ
ろ
 

館
ホ
ー
ル
 

原
さ
ん
 

十
五
万
円
を
寄
付
 

市
内
大
町
の
原
太
津
美
さ
ん
 

は
十

一
月
二
日
、
亡
く
な
っ
た
 

父
潜
竜
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
 

て
市
教
育
振
興
会
へ
十
万
円
を
 

ま
た
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
五
 

万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
寄
付
し
ま
し
 、

 

た
 o
 

賛
助
出
演
 
五
所
川
原
 

事
に
役
立
て
ま
す
。
 

高
橋
さ
ん

に
大

臣
賞
 
」
眠
年藩
 

園 普
及
に
尽
力
 

所
待
税
一
 

= 

プ
 

認可 第 3 種郵便物 
ノ
‘
ー
、
 

市
内
長
富
、
高
橋
馨
さ
ん
（
七
 

一
）
ー
写
真

廿
は
十

一
月
一
日
、
 

東
京

・
日
比
谷
公
会
堂
で
開
か
 

欝 

ー
呼
び

出
し

灯
寄
贈
 

拾
っ
た
お
金
を
 

図
書
館
に
寄
付
 

、
．
ノ
 

【
 

 

・
 

●
 

《
 

 
、

、
  

‘
 

・
 

・
  
、
 

■

一
《
 

・
」
一
 
【
、
 
ー

●
 
【
、

【
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ー
街
頭

献
血
を
実
施
 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
 

院
敷
島
分
院
前
 

〇
十
二
月
二
十
日

（
木
）
 

午
前
十
時
三
十
分
か
ら
正
午
 

ま
で
、
末
広
町
、
五
所
川
原
保
 

健
所
前
 

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時
 

ま
で
、
栄
町
、
県
合
同
庁
舎
前
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ーフ
 

ブ

（長
谷
川
雄
三
会
長
）
は
こ
 

の
ほ
ど
、
耳
の
不
自
由
な
方
に
 

役
立
て
て
下
さ
い
と
、
パ
ト
ラ
 

、
．
ー

？
 

〇
十
二
月
六
日

（
木
）
 

午
前
十
時
三
十
分
か
ら
正
午
 

ま
で
、
市
庁
舎
お
祭
り
広
場
前
 

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時
 

ま
で
、
敷
島
町
、
西
北
中
央
病
 

県
の
移
動
授
血
車
「
青
い
鳥
 

号
」
が
次
の
日
程
で
街
頭
献
血
 

を
行
い
ま
す
o
 

ご
協
力
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
・
と
こ
ろ
 

イ
ト

（
回転
呼
び
出
し
灯
）
三
 

個
（
四
万
八
千
円
相
当
）
を
市
 

福
祉
事
務
所
に
託
し
ま
し
た
。
 

廿
写
真
左
廿
 

●

「
ミ
‘
ミ
‘
き
遮

‘
ミ
、
‘
ミ
ミ
‘
、
葉
‘
ミ
長
、

‘
・
電‘・
奄‘・
電“
ミ‘
亀‘
恕
嘱
‘
、
ミ

‘
ミ
ま
‘
要
、

‘
電‘

・・
●‘
・一
●‘一・
舞‘
、‘
・
隻‘
曹‘
『
●‘
電
‘
●‘
 

し
ま
し
た
o
 

の
予
定
で
す
の
で
お
知
ら
せ
し
 

ま
す
。
 

保
健
所

の
補
修
工
事

が
完
成
 

十
一
月
下
旬
移
転
の

予
定
 

移
転
予
定
 
十
一
月
下
旬
 

移
転
場
所
 
市
内
末
広
町
 

新
庁
舎
 

除
厄
祈
願
祭
実
行
委
で
 

十
ニ
冊
寄
付
 

昭
和
五
十
四
年
除
厄
祈
願
祭
 

実
行
委
員
会

（佐
藤
喜
彦
委
員
 

長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
さ
る
二
月
 

十
七
日
に
行
っ
た
除
厄
祈
願
祭
 

の
決
算
剰
余
金
で
市
立
図
書
館
 

に
図
書
十
二
冊
（
六
万
三
千
円
 

相
当
）
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

庁
舎
で
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
 

す
が
、
こ
の
ほ
ど
補
修
工
事
が
 

完
成
し
、
左
記
の
と
お
り
移
転
 

五
所
川
原
保
健
所
で
は
七
月
 

上
旬
か
ら
庁
舎
の
補
修
工
事
を
 

行
い
、
現
在
新
町
・
旧
警
察
署
 

一「
（
 

第
1
3回
五
所

川
原
合

唱
団
 

定
期
演

奏
会
 

日
の
現
況
で
、
次
の
 

3

納
税
者
や
そ
の
家
族
が
 

よ
う
な
事
情
で
前
年
 
病

気
で
多
額
の
医
療
費
を
支
 

義
舞
義
一
襲
一
警
 

市
民
文
化
会
 

な
お
、
入
場
整
理
券
の
売
 

り
上
げ
金
は
、
市
の
慈
善
事
 

十

一
月
は
所
 

れ
た
国
民
年
金
法
施
行
二
十
周
 

年
記
念
式
典
で
厚
生
大
臣
賞
を
 

受
け
ま
し
た
o
 

高
橋
さ
ん
は
、
三
十
七
年
四
 

月
か
ら
十
七
年
ー
力
月
間
に
わ
 

た
り
下
長
富
国
民
年
金
納
入
組
 

合
長
を

つ
と
め
、
こ
の
間
国
民
 

年
金
の
普
及
と
加
入
の
促
進
に
 

尽
力
し
た
た
め
で
す
o
 

よ
り
所
得
が
減
少
し
た
り
、
 

払
っ
た
と
き
 

控
除
が
増
え
た
た
め
に
税
務
 

4
結
婚
や
出
生
な
ど
で
扶
 

署
か
ら
通
知
さ
れ
た
税
額
よ
 
養

家
族
が
増
え
た
と
き
 

り
少
な
く
な
る
と
見
込
れ
る

‘
 
予

定
納
税
額
を
減
額
す
る
 

と
き
は
、
予
定
納
税
額
を
減
 
申

請
を
す
る
人
は
、
十
一
月
 

額
す
る
申
請
を
す
る
こ
と
が
 

十
五
日
ま
で
に
「
予
定
納
税
 

一期
分
の
納
期
は
十
一
月
三
十日
ま
で
 
議
課

麟
爵
 

で
き
ま
す
o
 

に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
 

1
廃
業
、
休
業
、
失
業
な
と
 

い
ま
す
o
 

2
地
震
、
風
水
害
、
火
災
な
 

お
分
り
に
な
ら
な
い
点
は
、
 

ど
の
災
害
や
盗
難
、
横
領
な
 
五

所
川
原
税
務
署
へ
お
間

い
 

と
で
財
産
に
損
害
を
受
け
た
 
合
わ

せ
下
さ
い
o
 

ン
」
ン
叱
＼
‘
一
 

（
五所
川
原
税
務
署
）
 

得
税
の
予
定
納
 

税
第
二
期
分
の
納
税
を
す
る
 

月
で
す
。
六
月
に
税
務
署
か
 

ら
お
知
ら
せ
さ
れ
た
金
額
を
 

ト

ー
月
三
十
日
ま
で
に
納
税
 

し
ま
し
よ
う
。
 

と
こ
ろ
で
、
十
月
三
十

一
 

,
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
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